
任
期
満
了
に
伴
う
山
形

県
議
会
議
員
選
挙
が
９
日

投
開
票
さ
れ
、
鶴
岡
市
区

（
定
数
５
）
で
は
１
人
は

み
出
し
の
大
激
戦
の
中
、

日
本
共
産
党
公
認
の
関
徹

氏
が
７
４
６
４
票
を
獲
得

し
、
３
期
目
の
当
選
を
果

た
し
ま
し
た
。

得
票
数
は
前
回
比
５
０

０
票
減
で
し
た
が
、
得
票

率
は

・
１
％
で
、
前
回

14

よ
り
０
・
１
％

伸

ば

し

ま

し

た
。次

点
と
の
差

は
わ
ず
か

票
33

差
と
な
り
、
最

後
の
議
席
に
す

べ
り
込
み
ま
し

た
。日

本
共
産
党

は

山

形

市

区

（
定
数
９
）
で

も
、
石
川
渉
氏
が
９
位
で

当
選
し
、
前
職
の
渡
辺
ゆ

り
子
県
議
の
議
席
を
引
き

継
ぎ
、
２
議
席
を
守
り
ま

し
た
。

暮
ら
し
・
平
和
守
る
政

策
を
訴
え

関
徹
氏
は
、
選
挙
の
３

つ
の
争
点
、

「
子
ど
も
医
療
費
無
料

化
や
、
学
校
給
食
無
償
化

な
ど
、
物
価
高
か
ら
暮
ら

し
を
守
る
」、

「
コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
・

介
護
従
事
者
の
増
員
と
、

処
遇
改
善
」、

「
大
軍
拡
に
反
対
し
平

和
を
守
る
」
を
訴
え
、

さ
ら
に
議
会
改
革
で
、

「
政
務
活
動
費
の
私
物
化

問
題
」
と
「
議
員
１
人
あ

た
り

万
円
の
海
外
視

80

察
」
に
反
対
を
訴
え
ま
し

た
。

「
自
民
３
人
は
多
す
ぎ

る
」
関
氏
が
一
角
崩
す

自
民
党
は
、
市
職
員
と

市
議
会
議
員
２
人
を
辞
職

さ
せ
、新
人
３
人
擁
立
で
、

公
明
党
の
全
面
支
援
を
受

け
、総
力
を
あ
げ
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
民
か
ら
は

「
自
民
３
人
は
多
す
ぎ

る
」、
「
国
の
悪
政
に
従
う

だ
け
で
政
治
は
変
わ
ら
な

い
」
と
の
声
も
あ
が
り
、

関
徹
氏
が
激
戦
を
制
し
、

自
民
の
「
一
角
を
崩
す
」

結
果
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

次
の
県
知
事
選
や
鶴
岡

市
長
選
挙
で
、
自
民
復
活

を
狙
っ
た
布
陣
を
許
さ
な

い
成
果
を
あ
げ
た
と
言
え

ま
す
。

逆
流
押
し
返
し
平
和
と

暮
ら
し
守
る
闘
い
を

政
治
情
勢
は
、
野
党
共

闘
の
切
り
崩
し
後
、
日
本

共
産
党
を
「
封
じ
込
め
る
」

逆
流
が
あ
り
ま
す
。

自
公
政
権
の
「
憲
法
破

壊
」
の
敵
基
地
攻
撃(

反

撃
能
力
）
や
、
社
会
を
壊

し
て
き
た
新
自
由
主
義
政

策
に
、
正
面
対
決
し
て
き

た
政
党
だ
か
ら
で
す
。

こ
の
逆
流
を
押
し
返
し

て
、
平
和
と
暮
ら
し
を
守

る
闘
い
が
急
務
で
す
。

山形県議会議員選挙結果 

鶴岡市区(2023.04.09) 前回（2019.04.07）

当 佐 藤 正 胤自新 10,457 当 佐 藤 　 聡自現12,157

当 石 塚 　 慶自新 9,834 当 志 田 英 紀自現11,780

当 今野美奈子無現 9,401 当 高 橋 　 淳無新 9,470

当 高 橋 　 淳無現 8,219 当 今野美奈子無新 8,989

当 関　とおる共現 7,464 当 関　とおる共現 7,964

次 菅 原 一 浩自新 7,431 次 佐 藤 久 樹自新 6,576
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大
変
厳
し
い
選
挙
で
し
た

が
、
共
産
党
の
議
席
へ
の
強
い

期
待
を
受
け
、
党
員
・
支
持
者

の
皆
様
の
猛
奮
闘
で

票
差
の

33

勝
利
を
手
繰
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

吉
村
県
政
を
前
に
進
め
る
役
割
、
市
民
と
対
話
で

つ
く
る
市
政
を
支
え
る
党
の
役
割
へ
の
評
価
も
頂
い

て
、
自
公
勢
力
の
か
つ
て
な
く
強
力
な
組
織
戦
に
勝

っ
た
意
義
を
噛
み
し
め
て
い
ま
す
。

大
軍
拡
、
弱
肉
強
食
・
格
差
と
貧
困
の
自
公
政
治

か
ら
、
平
和
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
政
治

へ
の
転
換
目
指
し
て
、
更
に
前
に
進
ん
で
行
き
ま
す
。

山
形
県
議
会
議
員

関

徹

今回(2023年) 前回(2019年)

得票数 得票率 得票数 得票率

日本共産党 7,964 14.00%7,464 14.10%

自　民　党 30,513 53.60%27,722 52.50%

無　所　属 18,459 32.40%17,620 33.40%

52,806
投票率

56,936
投票率

52.29% 53.70%

３選を決め皆川市長（右）と握手



問

鶴
岡
市
は
昨
年

月
12

日
、
「
旧
東
田
川
郡
役

16所
及
び
郡
会
議
事
堂
の
国

指
定
史
跡
へ
向
け
た
文
化

庁
文
化
審
議
会
の
答
申
に

つ
い
て
」
を
公
表
し
た
。

旧
東
田
川
郡
役
所
は
、

昭
和

年
藤
島
庁
舎
新
築

59

当
時
は
、
「
旧
庁
舎
は
玄

関
部
分
を
除
い
て
取
り
壊

し
、跡
地
を
公
園
に
整
備
。

旧
議
事
堂
は
、
い
ず
れ
新

庁
舎
近
く
に
移
転
し
て
郷

土
資
料
館
に
す
る
」
と
い

う
方
針
だ
っ
た
。

そ
の
方
針
を
変
え
さ
せ

た
の
が
昭
和

年
６
月

59

21

日
、
元
藤
島
町
議
会
で
の

今
野
良
和
議
員
の
一
般
質

間
だ
っ
た
。

今
野
氏
は
、
「
現
在
地

に
残
し
周
囲
を
公
園
に
整

備
し
、
郷
土
資
料
館
と
し

て
整
備
し
て
こ
そ
歴
史
的

な
価
値
が
あ
る
」
と
町
長

に
迫
っ
た
。

本
市
と
し
て
、
国
指
定

史
跡
の
意
義
を
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

教
育
部
長

国
指
定
史
跡

は
、
文
化
財
保
護
法
に
基

づ
き
、
歴
史
上
、
学
術
上

価
値
の
高
い
も
の
を
指
定

す
る
も
の
で
、
本
市
で
は

旧
致
道
館
、
松
ヶ
岡
開
墾

場
、
小
国
城
跡
に
続
く
４

件
目
と
な
る
。

旧
東
田
川
郡
役
所
及
び

郡
会
議
事
堂
は
、
明
治
11

年
（
１
８
７
８)

に
制
定

さ
れ
た
郡
区
町
村
編
制
法

な
ど
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

た
。両

施
設
と
も
２
代
目
の

建
物
で
、
郡
役
所
は
明
治

年
、
郡
会
議
事
堂
は
明

20治

年
の
建
設
で
、
大
正

36年
の
郡
制
廃
止
後
は
、

15藤
島
町
役
場
な
ど
に
使
用

さ
れ
た
。

敷
地
内
に

は
、
大
正
末

期
の
建
設
と

推
測
さ
れ
る

旧
東
田
川
電

気
事
業
組
合

倉
庫
、
及
び

土
蔵
も
現
存

し
て
い
る
。

郡
役
所
と

郡
会
議
事
堂

は
、
昭
和
63

年
に
県
の
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
後
に
、
解
体

・
保
存
修
理
を
行
い
、
創

建
時
の
状
態
に
復
元
さ
れ

た
。平

成
８
年
か
ら
は
、
東

田
川
文
化
記
念
館
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、

学
術
的
な
価
値
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
令
和
３
年

度
に
報
告
書
を
作
成
し
て

い
る
。

史
跡
と
し
て
の
価
値
に

つ
い
て
、
文
化
庁
の
資
料

で
は
、

１
つ
に
は
、
郡
役
所
と

郡
会
議
事
堂
が
、
当
時
と

同
じ
敷
地
に
現
存
す
る
例

は
、
全
国
的
に
見
て
も
例

が
な
く
、
和
風
建
築
の
郡

役
所
と
洋
風
建
築
の
議
事

堂
が
並
び
立
つ
こ
と
は
、

明
治
後
半
期
の
西
洋
文
化

の
受
け
入
れ
状
況
を
よ
く

示
し
て
い
る
こ
と
、

２
つ
目
に
、
大
正
９
年

当
時
、
郡
営
の
電
気
事
業

は
全
国
で
４
か
所
し
か
な

い
な
ど
、
先
進
的
な
役
割

を
果
た
し
、
郡
制
廃
止
後

も
、
東
田
川
電
気
事
業
組

合
に
事
業
が
引
き
継
が
れ

た
重
要
な
近
代
遺
跡
と
し

て
、評
価
を
い
た
だ
い
た
。

国
指
定
史
跡
と
な
っ
た

後
は
、
県
の
指
定
文
化
財

に
加
え
て
、
国
の
補
助
メ

ニ
ュ
ー
の
活
用
も
可
能
と

な
り
、
適
切
な
保
存
と
活

用
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

羽黒庁舎産業建設課入札結果

（ ）内は予定価格

3月30日入札分

・令和４年災33-1、33-101川代山地区農地水

路災害復旧工事(繰越明許)（羽黒町川代字川

代山地内）（入札1業者）

(株)太田建設 2,480,000円(2,510,000円)

工期～5/19（落札率98.80％）

３
月
６
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問

で
、
共
産
党
市
議
団
の
加
藤
鉱
一
議
員
は
、
①
旧
東
田

川
郡
役
所
の
国
指
定
史
跡
、
②
鶴
岡
市
国
際
化
推
進
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
地
に
残
し
て
こ
そ
歴
史
的
価
値
が

旧東田川郡役所・郡会議事堂 国史跡

指定を祝う看板が設置されている

高
度
人
材
、
留
学
生
な
ど

で
、
１
年
か
ら
５
年
程
度

の
短
期
間
の
居
住
と
な
っ

て
い
る
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鶴
岡
管

内
の
外
国
人
労
働
者
数
は

令
和
４
年

月
末
日
現

10

在
、
１
１
０
事
業
所
で
４

７
７
人
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
技
能
実
習
が

２
５
１
人
で
全
体
の

％
52

と
な
っ
て
い
る
。

留
学
生
の
状
況
は
、
山

形
大
学
農
学
部
に
は
令
和

４
年
４
月
現
在
で

人
、

68

公
益
文
科
大
学
と
鶴
岡
高

等
専
門
学
校
に
は
、
令
和

４
年
５
月
現
在
で
そ
れ
ぞ

れ
２
人
が
在
籍
し
て
い

る
。全

体
と
し
て
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
や
中
国
な
ど
か
ら

多
い
。

問

現
場
に
対
す
る
支
援

の
現
状
は
ど
う
か
。

企
画
部
長

技
能
実
習
生

の
受
け
入
れ
の
た
め
の
管

問

鶴
岡
市
国
際
化
推
進

プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
上

で
、
在
住
外
国
人
の
実
態

は
ど
う
か
。

企
画
部
長

令
和
４
年
12

月
末
現
在
、
本
市
に
住
所

を
有
す
る
外
国
人
は
７
８

９
人
で
、
ベ
ト
ナ
ム
２
０

１
人
（

％
）
、
中
国
１

25

７
４
人
（

％
）
、
フ
ィ

22

リ
ピ
ン
１
０
０
人
（
12

％
）、
韓
国

人
（
７
％
）

61

で
、
こ
の
４
か
国
で
約
68

％
を
占
め
て
い
る
。

平
成

年
以
降
は
ベ
ト

25

ナ
ム
が
急
増
し
、
令
和
元

年
に
中
国
を
超
え
た
。

在
留
資
格
は
、
永
住
者
、

日
本
人
の
配
偶
者
な
ど
長

期
者
２
５
５
人
（

％
）、

32

技
能
実
習
等
２
４
８
人

（

％
）、
留
学

人
（

31

94

12

％
）
、
技
術
・
人
文
・
国

際
交
流
等
の
高
度
人
材
79

人
（

％
）
と
な
っ
て
い

10

る
。約

７
割
が
技
能
実
習
や

理
団
体
が
３
団
体
あ
り
、

日
本
語
研
修
や
、
地
域
の

文
化
・
伝
統
行
事
へ
の
体

験
等
の
経
費
と
し
て
１
団

体
当
た
り

万
円
を
上
限

10

に
調
整
を
し
て
い
る
。

小
・
中
学
校
に
在
籍
し

て
い
る
外
国
籍
の
児
童
・

生
徒
は
、
令
和
５
年
１
月

現
在
、
小
学
生
が

人
、

18

中
学
生
が
２
人
の
合
計
20

人
で
あ
る
。

必
要
に
応
じ
支
援
員
を

配
置
し
、
日
本
語
指
導
や

生
活
指
導
、
学
習
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ

う
、
出
羽
庄
内
国
際
村
に

国
際
交
流
専
門
員
を
配
置

し
、
生
活
相
談
窓
口
で
の

サ
ポ
ー
ト
や
、
日
本
語
教

室
な
ど
、
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

問

外
国
人
か
ら
選
ば
れ

る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
課
題

は
ど
う
か

企
画
部
長

今
年
度
実
施

し
た
外
国
人
や
事
業
所
等

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で

は
、
行
政
な
ど
で
使
わ
れ

る
敬
語
混
じ
り
の
日
本
語

が
分
か
り
に
く
い
、
言
葉

が
一
番
の
壁
と
の
意
見
で

あ
る
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま

え
、
出
羽
庄
内
国
際
村
の

機
能
を
整
理
し
な
が
ら
、

国
際
化
推
進
プ
ラ
ン
を
策

定
し
て
い
く
。

外
国
人
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
は


